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4. 安全装備の取扱い
シートベルト
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2ステージロードリミッター付シートベルト

（前席のみ） ･････････････････････････ 4-7
お子さま用シートの

シートベルトによる固定 ･･･････････････ 4-8
お子さま用シートの選択について ･････････ 4-10

SRSエアバッグ
SRSエアバッグ車を運転するときは ･･･････ 4-15
SRSエアバッグシステムの取扱い ･････････ 4-18
SRSエアバッグシステムの作動 ･･･････････ 4-20
SRSエアバッグ警告灯 ･･･････････････････ 4-26
廃棄と廃車 ･････････････････････････････ 4-26
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ABS
ABS装備車の取扱い･････････････････････ 4-27

安全運転が第一

お車に装備されているシートベルト、SRS エア
バッグシステム、ABS（アンチロックブレーキ
システム）などの安全装備も、乗員の安全確保
には限界があります。法定速度を厳守するとと
もに、スピードを控えめにして安全運転に心が
けてください。
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正しい姿勢でシートにすわり、正しく
シートベルトを着用しないと、シートベ
ルトが本来の効果を発揮できません。
シートベルトを着用するときは、次のこ
とに注意してください。

 シートを正しい位置に調節し、上体を
起こして奥深くすわります。

 ベルトがねじれないように着用します。
 腰ベルトは、腰のできるだけ低い位置

にかけます。
 肩ベルトは、首と肩先の中央にかけます。
 ベルトがねじれていないことを確認

し、たるみを取り除きます。
→　3-32ページ（正しい運転姿勢）

70K216

お子さまもシートベルトを着用

→　2-4ページ
（お子さまを乗せるときは）

80J028

妊娠中や疾患のある方は

走行前にシートベルトを正しく着用
してください。走行中に着用したり
調節したりすると、思わぬ事故を起
こすおそれがあります。
背もたれを必要以上に倒さないでく
だ さい。ま た、洗た くば さみ やク
リップなどでベルトをたるませない
でください。シートベルトが本来の
効果を発揮できません。

シートベルト

シートベルトについて

シートを調節し、上体を
起こして奥深くすわる

肩の中央にかけ、
たるみ、ねじれを取る

腰のできるだけ低い位置にかけ、
たるみを取る

助手席や後席の同乗者全員にシート
ベルトを着用させてください。

お子さまをシートベルトで遊ばせない
でください。ベルトを身体に巻きつけ
るなどして遊んでいるときに、窒息な
ど重大な傷害を受けるおそれがありま
す。万一の場合は、ハサミでベルトを
切断してください。

妊娠中の方、疾患がある方もシートベ
ルトを着用してください。ただし、衝
突のときに局部的に強く圧迫されるお
それがありますので、医師に相談して
注意事項を確認してください。
妊娠中の方は、腰ベルトを腹部を避
けて腰部のできるだけ低い位置にか
けます。肩ベルトは、首と肩先の中
央から腹部を避けて胸部にかかるよ
うに着用してください。
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80J075

シートベルト警告ブザー

運転席のシートベルト着用忘れを防止す
るためのブザーです。

 エンジンをかけて走行を開始してか
ら、最初に車速が約 15 km/h 以上に
なったときに運転者がシートベルトを
着用していないと、メーター内のシー
トベルト警告灯が点灯から点滅に切り
替わるとともに、シートベルト警告ブ
ザーが断続的に鳴ります。
→　3-55ページ

（シートベルト警告灯）

シートベルトの長さ調節

シートベルトは、長さ調節が必要ありま
せん。身体の動きにあわせてベルトが伸
縮し、強い衝撃を受けたときは自動的に
ベルトがロックされて身体を固定しま
す。

肩ベルトの高さ調節
（前席のみ）

身体の大きさにあわせて、ショルダーア
ンカー（2）の高さ調節ができます。

 上に調節するときは、アンカーをその
まま適切な位置まで持ち上げます。

 下に調節するときは、ロックレバー
（1）を引いたままアンカーを下げ、
適切な位置でレバーを離します。

 調節後は、アンカーを下に引いて固定
されているか確認します。

80J1146

運転者がベルトを着用すると、警告
灯は消灯します。また、警告ブザー
が鳴っているときは、ブザーも止ま
ります。
警告ブザーは運転者がベルトを着用
しなくても、約95 秒間鳴り続けたあ
とに止まります。ただし、警告灯は
点滅から点灯に切り替わったまま、
エンジンスイッチを  または

（OFF）にするまで消灯しま
せん。

腹部を避けて
胸部にかける

腹部を避けて
腰部の低い位
置にかける

ACC
LOCK

(1)

(2)
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■ 着用のしかた

タングプレート（1）とシートベル
トをつかみ、ベルトをゆっくりと引
き出します。
ベルトのねじれを取ります。

80J1147

タングプレート（1）をバックル（2）
の差し込み口にまっすぐになるよう
に合わせて、カチッという音がする
までしっかりと差し込みます。

80J1148

腰ベルトを、腰のできるだけ低い位
置にかけます。

肩ベルトを、首と肩先の中央にかけ
ます。

ベルトがねじれていないことを確認
し、たるみを取り除きます。

■ 外すときは

バックルのボタン（3）を押します。シー
トベルトが自動的に巻きもどされますの
で、ベルトやタングプレートに手を添え、
ゆっくりともどしてください。

80J1328

ベルトがロックされていて引き出せな
いときは、いったんゆるめてから再度
引き出します。それでも引き出せない
場合は、一度ベルトを強く引いてから
ゆるめ、再度ゆっくりと引き出してく
ださい。

シートベルトの着用のしかた

1

(1)

ゆっくり引き出す

ねじれのないこ
とを確認する

2

(1)

(2)

ベルトがねじれていると、ベルトを外
したときに巻き取られないことがあり
ます。ベルトにたるみがなく巻きもど
されていることを確認してください。

3

4

5

(3)
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シートベルトを正しく着用する

70K40011

取扱い

後席に人を乗せないときは、シートベル
ト（1）およびタングプレート（2）を
次の図のようにベルトガイド（3）にか
けてください。

82K40010

シートベルトにねじれやたるみがあ
ると、衝撃を受けたときに局部的に
圧迫されるおそれがあります。
ベルトが腹部にかかっていると、衝
撃を受けたときに強く圧迫されるお
それがあります。
ベルトが肩にしっかりとかかってい
ないと、衝撃を受けたときに前に投
げ出されるおそれがあります。
フロントセンターアームレストにベ
ルトがかかっていると、シートベル
トが本来の効果を発揮できません。
ベルトは、フロントセンターアーム
レストの下をとおしてください。

シートベルトにほつれや擦り傷、切
り傷があるときは、ベルトを交換し
てください。
バックルが正常に動かないときは、日
産販売会社で点検を受けてください。
衝突などでベルトに強い力がかかっ
たときは、外観に異常がなくても、
機能が損なわれていることがありま
す。ベルトを交換してください。
バックルの内部に異物が入ったり、飲
み物をこぼしたりしたときは、シー
トベルトが正常に機能を発揮しない
おそれがありますので、日産販売会
社で点検を受けてください。
ベルトをドアにはさまないでくださ
い。ドアを閉める前に、ベルトがた
るみなく巻きもどされているか確認
してください。
ベルトを改造したり、取り外したり
しないでください。

シートベルトの
取扱いとお手入れ

(3)

(2)

(1)
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お手入れ

お手入れの方法は、布地などと同様です。
→　6-4ページ（布地、ビニールレザー、

樹脂部品などの手入れ）

シートベルトプリテンショ
ナーとは

エンジンスイッチが  のときに、次
のような状況になると、肩ベルトを瞬時
に巻き取ります。

 車の前方向から強い衝撃を受けたと
き。運転席・助手席SRSエアバッグシ
ステムと連動しています。
→　4-20ページ

（SRSエアバッグシステムの作動）

また、運転席側はラップアウタープリテ
ンショナー機構により、腰ベルトも同時
に巻き取ります。

80J1018

正常に機能させるために

シートベルトプリテンショナーの機能に
影響をあたえる部品に手を加えないでく
ださい。シートベルトが思いがけないと
きに巻き取られたり、必要なときに正常
に巻き取られなくなったりすることがあ
ります。
→ 2-28 ページ（部品の取付け、取外

し、修理をするときは）

漂白剤、溶剤、染料を使用しないでく
ださい。しみ、変色、強度低下の原因
となり、シートベルトが正常に機能を
発揮しないおそれがあります。

シートベルトプリテンショナー
（前席のみ）

ON

プリテンショナーが一度でも作動する
と、ベルトを引き出すことも巻き取る
こともできなくなります。日産販売会
社で交換してください。

拘束効果を
高める
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SRSエアバッグ警告灯

80J111

メーターパネル内にあります。

 シートベルトプリテンショナー、SRS
エアバッグの電子制御システムに異常
があると、 エンジンスイッチが 
のときに点灯します。
→　3-55ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

廃棄や廃車

作動していないシートベルトプリテン
ショナーは、決められた手順で作動させ
てから廃棄する必要があります。

車の前方向から強い衝撃を受けると、
シートベルト巻き取り装置内の 2 ステー
ジロードリミッター付シートベルトが作
動し、乗員に一定以上の荷重がかからな
いように肩ベルトを 2 段階に繰り出し
て、衝撃を緩和します。

80J1039

82K179

プリテンショナーを廃棄するときや、
装備車を廃車するときは、日産販売会
社にご相談ください。

ON

強い衝撃を受けたシートベルトは、
ショルダーアンカー部（1）およびタ
ングプレート部（2）の樹脂が強いま
さつで溶けてベルトに付着し、ベルト
が滑りにくくなります。このような場
合は、シートベルトが本来の機能を発
揮できません。日産販売会社で交換し
てください。

2ステージロードリミッター
付シートベルト（前席のみ）

胸に
加わる力を
緩和する

(1)

(2)
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 お子さま用シートは、お子さまの年齢
や体格に合った適切なものを選んでく
ださい。
→　4-10 ページ（お子さま用シート

の選択について）

 ISOFIXタイプのお子さま用シート（別
売り）を取り付けるときは、3-42ペー
ジの「ISOFIX対応チャイルドシート固
定専用金具」をお読みください。

固定のしかた

ヘッドレスト（1）は、お子さま用
シートに当たらない高さに調節する
か取り外します。
→　3-37 ページ（ヘッドレストの

高さ調節と取外し・取付け）

82K40020

お子さま用シートと背もたれの間に
すき間ができないように背もたれの
角度を調節します。

座席が確実に固定されているか確認
します。

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがって、所定の部位にシー
トベルトを通します。

助手席には、乳児用チャイルドシー
トなどの後ろ向きお子さま用シート
を取り付けないでください。助手席
SRS エアバッグがふくらむと、お子
さま用シートの背面に強い衝撃が加
わり、生命にかかわる重大な傷害を
受けるおそれがあります。
やむをえず助手席にチャイルドシー
トを取り付けるときは、助手席をい
ちばん後ろに下げ、前向きに取り付
けてください。

80J027

お子さま用シートの
シートベルトによる固定

ヘッドレストを調節してもお子さま用
シートに当たる場合は、ヘッドレスト
を取り外してください。ヘッドレスト
に当たった状態ではお子さま用シート
が確実に固定されないため、衝突のと
きなどにお子さまが重大な傷害を受け
るおそれがあります。

1

(1)

2

3

4
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カチッと音がするまで、タングプ
レ ー ト（2）を バ ッ ク ル（3）に
しっかりと差し込みます。

80J1329

 上図のお子さま用シートは代表例
です。

お子さま用シートにシートベルト固
定機構もロッキングクリップもそな
わっていない場合は、別売りのロッ
キングクリップを使用してしっかり
と固定します。

67H30630

 上図のロッキングクリップ（別売
り）は代表例です。

お子さま用シートを前後左右にゆ
すって、確実に固定されているか確
認します。

 確実に固定できない場合は、お子
さま用シートに付属の取扱説明書
をご確認いただくか、お子さま用
シートを購入された販売店にご相
談ください。

シートベルト固定機構またはロッキン
グクリップでお子さま用シートを確実
に固定しないと、急ブレーキをかけた
ときや衝突時に、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

5

(2)

(3)

6

お子さま用シートは、確実に固定して
ください。急ブレーキをかけたときや
衝突時に、お子さまが重大な傷害を受
けるおそれがあります。

7
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お子さま用シートは、この項目をよく読
んだうえで、お子さまの年齢や体格に
合った適切なものを選んでください。

 2-4 ページの「お子さまを乗せるとき
は」もよくお読みください。

 この車は、2006年10月1日施行の新
保安基準に適合したISOFIX対応チャイ
ルドシート固定専用金具（ISOFIXアン
カーおよびテザーアンカー）を装備し
ています。
→　3-42ページ（ISOFIX対応チャイ

ルドシート固定専用金具）

ECE R44の基準に適合するお
子さま用シートの認証マーク
について

ECE R44（※1）の基準に適合するお子
さま用シートには、次のような認証マー
クが表示されています。

51K1022

 上図の認証マークは代表例です。

※1 ECE R44 とは、お子さま用シート
に関する国際法規です。

※2 前 図 の「Universal」は、汎 用 カ
テゴリーの認可であることを表し
ます。

ECE R44 の基準に適合するお
子さま用シートの、座席位置
別適合性一覧表の見かた

→　4-13ページ（ECE R44の基準に適
合するお子さま用シートの、座席位
置別適合性一覧表）

■ 質量グループについて
 ECE R44 の基準に適合するお子さま用

シートは、次の5種類に分類されます。

(1) 法規番号
(2) お子さま用シートのカテゴリー（※ 2）
(3) 対象となるお子さまの体重範囲
(4) 装置の仕様
(5) お子さま用シートを認可した国番号
(6) お子さま用シートの認可番号

お子さま用シートの選択
について

(6)

(5)

(4)(3)
(2)

(1)

この車の日産純正お子さま用シート
は、ECE R44 の基準に適合していま
す。

質量グループ お子さまの体重

グループ0 10kgまで

グループ0＋ 13kgまで

グループⅠ 9～18kg

グループⅡ 15～25kg

グループⅢ 22～36kg
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 代表的なお子さま用シートには、次の
ようなものがあります。

後ろ向き、または横向き装着のお子さま
用シートで、首がすわっていないお子さ
ま、ひとりすわりのできないお子さまに
使用します。ECE R44 基準のグループ
0、0＋に相当します。

64L30810

前向き装着のお子さま用シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使用し
ます。ECE R44 基準のグループⅠに相
当します。

64L30820

前向き装着のお子さま用シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使用し
ます。ECE R44 基準のグループⅡ、Ⅲ
に相当します。

64L30830

乳児用チャイルドシート

チャイルドシート

ジュニアチャイルドシート
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■ ISOFIXタイプのお子さま用シートの、サイズ等級について
サイズ等級は、お子さま用シートに表示される分類記号です。次の一覧表をご覧くださ
い。

※キャリコットとは、お子さまを寝かせた姿勢で横向きに取り付けることができる乳児
用チャイルドシートの一つです。
詳しくは、お子さま用シートの製造元または販売店にご相談ください。

サイズ等級 説明

A ISO/F3 全高前向き幼児用チャイルドシート

B ISO/F2 低型前向き幼児用チャイルドシート

B1 ISO/F2X
低型前向き幼児用チャイルドシート
(ISO/F2とは別形状)

C ISO/R3 大型後ろ向き幼児用チャイルドシート

D ISO/R2 小型後ろ向き幼児用チャイルドシート

E ISO/R1 後ろ向き乳児用チャイルドシート

F ISO/L1 左向き位置用チャイルドシート（キャリコット※）

G ISO/L2 右向き位置用チャイルドシート（キャリコット※）
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ECE R44の基準に適合するお子さま用シートの、座席位置別適合性
一覧表

■ シートベルトによる固定

＜上表に記入する文字の説明＞
U ：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーのお子

さま用シートに適しています。
UF ：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前向

きお子さま用シートに適しています。
X ：お子さま用シートの取付けには適していません。

 シートベルトを使用してお子さま用シートを取り付けるときは、4-8 ページの「お子
さま用シートのシートベルトによる固定」をお読みください。

 ISOFIXタイプのお子さま用シートの種類によっては、上表の質量グループでの使用に
適していても、取り付けができない場合があります。詳しくは、次ページの「ISOFIX
対応チャイルドシート固定専用金具による固定」をお読みください。

質量グループ
着席位置

助手席 後席

グループ0
（10kgまで）

X U

グループ0＋
（13kgまで）

X U

グループⅠ
（9～18kg）

UF U

グループⅡ
（15～25kg）

X UF

グループⅢ
（22～36kg）

X UF

表に記載されていないお子さま用シートを使用する場合は、お子さま用シートの製
造元または販売店にご相談ください。
取り付けるときは、お子さま用シートに付属の取扱説明書をあわせてお読みくださ
い。
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■ ISOFIX対応チャイルドシート固定専用金具による固定

＜上表に記入する文字の説明＞
IUF ：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの

ISOFIX対応前向きお子さま用シートに適しています。
X ：ISOFIX対応お子さま用シートの取付けには適していません。
N.A.：この位置にはチャイルドシート固定専用金具が装備されていないため、ISOFIX

タイプのお子さま用シートを取り付けることはできません。

注） お子さま用シートを取り付ける座席のヘッドレストを取り外します。
→　3-37ページ（ヘッドレストの高さ調節と取外し・取付け）

 チャイルドシート固定専用金具を使用してお子さま用シートを取り付けるときは、
3-42ページの「ISOFIX対応チャイルドシート固定専用金具」をお読みください。

質量グループ サイズ等級
チャイルドシート固定専用金具の位置

助手席 後席

キャリコット
F ISO/L1 N.A. X

G ISO/L2 N.A. X

グループ0（10kgまで） E ISO/R1 N.A. X

グループ0＋（13kgまで）

E ISO/R1 N.A. X

D ISO/R2 N.A. X

C ISO/R3 N.A. X

グループⅠ（9～18kg）

D ISO/R2 N.A. X

C ISO/R3 N.A. X

B ISO/F2 N.A. IUF 注）

B1 ISO/F2X N.A. IUF 注）

A ISO/F3 N.A. IUF 注）

グループⅡ（15～25kg） N.A. X

グループⅢ（22～36kg) N.A. X

表に記載されていないお子さま用シートを使用する場合は、お子さま用シートの製
造元または販売店にご相談ください。
取り付けるときは、お子さま用シートに付属の取扱説明書をあわせてお読みくださ
い。
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SRSエアバッグシステムとは

SRS とは Supplemental Restraint
System（サプリメンタル　レストレイ
ント　システム）の略で、補助拘束装置
の意味です。

■ 運転席・助手席 SRS エアバッ
グシステム

エンジンスイッチが  の場合に、車
の前方向から強い衝撃を受け、シートベ
ルトを着用していてもハンドルや助手席
側インパネに顔面が当たるような強い衝
突のときに、運転席・助手席 SRS エア
バッグが瞬時にふくらむ構造になってい
ます。

 運転席・助手席SRSエアバッグシステ
ムは、ふくらんだ SRS エアバッグが
クッションの役割をして、顔面への衝
撃を軽減する効果があります。

80J090

 シートベルトは必ず着用してください。
→　4-4ページ

（シートベルトの着用のしかた）

■ SRSサイドエアバッグシステム

エンジンスイッチが  の場合に、車
の側面（前席乗員付近）に横方向から強
い衝撃を受けて、ドアと前席乗員の胸部
などが衝突するようなときに、衝撃を受
けた側（運転席側または助手席側）の
SRSサイドエアバッグが瞬時にふくらむ
構造となっています。

 SRS サイドエアバッグシステムは、ふ
くらんだSRSサイドエアバッグがクッ
ションの役割をして、シートベルトを
着用した前席乗員の主に胸部にかかる
衝撃を軽減する効果があります。シー
トベルトは必ず着用してください。
→　4-4ページ

（シートベルトの着用のしかた）

82K40030

 上図は、助手席側が作動したときを代
表しています。

SRSエアバッグ

SRSエアバッグ車を
運転するときは

ON

(1) SRSサイドエアバッグ

タイプ別装備

ON

(1)
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65J106

表示と収納場所

“SRS AIRBAG”の表示がある部分に収納
されています。

■ 運転席SRSエアバッグ

82K349

 上図のハンドルのデザインは代表例で
す。お車のタイプにより異なります。

■ 助手席SRSエアバッグ

82K350

SRS エアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありません。
シートベルトと併用することで、そ
の効果を発揮するシートベルトの補
助拘束装置です。したがってSRS エ
アバッグシステムが装備されている
車であっても、シートベルトを必ず
着用してください。
シートベルトは正しい姿勢で正しく
着用してください。シートベルトを
正しく着用しないと、SRS エアバッ
グの効果が十分発揮できません。

助手席 SRS エアバッグは、助手席に
乗員がいなくても、運転席 SRS エア
バッグと同時にふくらみます。
SRS サイドエアバッグ装備車の場合、
乗員の有無に関係なく、衝撃を受けた
側の SRS サイドエアバッグがふくら
みます。
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■ SRSサイドエアバッグ

前席背もたれのドア側に収納されていま
す。前席シートには、図（運転席側を代
表）のようなタグがついています。

82K40040

着座姿勢

運転者および助手席の同乗者は、シート
に奥深くすわり、背もたれに背中を軽く
つけてください。また、シートを前方に
出し過ぎないようにシートの位置を調節
してください。
とくに助手席の同乗者は、後席の同乗者
のさまたげにならない位置までシートを
後方に移動し、助手席SRSエアバッグか
らできるだけ離れてすわってください。
→　3-32ページ（正しい運転姿勢）

82K183

(1) SRSサイドエアバッグ

エアバッグの収納部分に傷がついて
いたり、ひび割れがあったりすると
きは、日産販売会社で交換してくだ
さい。エアバッグが正常に作動しな
いおそれがあります。
エアバッグの収納場所を強打したり、
衝撃を加えたりしないでください。ま
た、前席ドアを窓ガラスが割れるほ
ど強く閉めないでください。エアバッ
グが正常に作動しなくなったり誤っ
てふくらんだりして、思わぬ傷害を
受けるおそれがあります。

タイプ別装備

(1)

ひじが軽く曲がり
ハンドル操作が楽
に行なえる

背中を背もたれ
に軽くつける

ひざが伸びきらずペダ
ル類を踏むときに余裕
がある

シートに深
くすわる
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80J061

80J062

お子さま用シートの取付け

→　2-6 ページ（お子さま用シートの使
用について）

→　4-8 ページ（お子さま用シートの
シートベルトによる固定）

→　4-10ページ
（お子さま用シートの選択について）

 

SRSエアバッグシステムを
正常に機能させるために

SRSエアバッグがふくらむ範囲に物があ
ると、物が飛ばされたりSRSエアバッグ
が正常にふくらまなくなったりするおそ
れがあります。

SRS サイドエアバッグ（タイプ別装
備）が作動したときの強い衝撃で、重
大な傷害を受けるおそれがあります。
前席に乗るときは、窓から手を出した
り、ドアにもたれかかったりしないで
ください。また、後席に乗るときは、
前席の背もたれを抱えないでくださ
い。とくにお子さまには注意してくだ
さい。

サスペンションを改造しないでくだ
さい。車高やサスペンションの硬さ
が変わると、SRS エアバッグの誤作
動の原因になります。
車両前部にグリルガードなどを装着
するときは、日産販売会社にご相談
ください。車両前部を改造すると、
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。
無線機などを取り付けるときは、日
産販売会社にご相談ください。無線
機の電波などがSRSエアバッグのコ
ンピューターに悪影響をあたえるお
それがあります。
SRS エアバッグが作動しない程度の
事故であっても、事故後は日産販売
会社で点検を受けてください。シス
テム本来の機能が損なわれていると、
万一のときにSRSエアバッグの効果
が十分に発揮できないおそれがあり
ます。
SRS エアバッグは、その機能に影響
をあたえる部品に手を加えると、思
いがけないときにふくらんだり、必
要なときに正常に作動しなくなった
りすることがあります。次のような
場合は、システムに悪影響をおよぼ
しますので、事前に日産販売会社に
ご相談ください。

SRSエアバッグシステムの
取扱い

000- 取扱説明書 .book  18 ページ  ２０１２年５月１５日　火曜日　午後１２時２分



4. 安全装備の取扱い／SRSエアバッグ

4-19

エ
ア
バ
ッ
グ

■ 運転席 SRS エアバッグについ
て

80J094

■ 助手席 SRS エアバッグについ
て

・ハンドルの取外し、ハンドルまわ
りの修理など

・インパネまわり、前席シート下の
修理および電気配線の修理

・オーディオ用品などの取付け
・ダッシュボード周辺の板金塗装お

よび修理
・前席シートの交換およびシートま

わりの修理
・センターピラーまわりの修理

ハンドルにもたれかかるなどして、
SRS エアバッグ収納部に手や顔、胸
などを近づけないでください。SRS
エアバッグが作動したときの強い衝
撃で、重大な傷害を受けるおそれが
あります。
ハンドルを交換する、ハンドルのパッ
ド部にステッカーを貼る、色をぬる、
カバーでおおうなどの改造をしない
でください。万一のときにSRS エア
バッグが正常にふくらまなくなるお
それがあります。

助手席に乗車するときや、お子さま
を乗せるときは、必ず次のことをお
守りください。守らないとSRS エア
バッグが作動したときの強い衝撃
で、重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。
・インパネのSRSエアバッグ収納部

に手足を置いたり、顔や胸などを
近づけたりしないでください。

・お子さまをSRSエアバッグ収納部
の前に立たせたり、ひざの上に抱い
てすわったりしないでください。お
子さまは後席に乗せて、シートベル
トを着用させてください。

80J095

・シートベルトを正しく着用できな
いお子さまは、乳児用チャイルド
シート、チャイルドシート、ジュ
ニアチャイルドシートに乗せてく
ださい。
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■ SRS サイドエアバッグ（タイ
プ別装備）について

80J063

作動したとき

 エアバッグは、高温のガスで瞬時にふ
くらみます。事故の発生状況や乗員の
姿勢によっては、擦過傷、打撲、やけ
どなどを負うことがあります。

 ふくらんだエアバッグは、すぐにしぼ
む構造になっています。

インパネ上面には、ステッカーを貼っ
たり色をぬったりしないでください。
また、アクセサリーや芳香剤、ETC
車載器やポータブルカーナビなどを
取り付けたり置いたり、傘などを立
てかけたりしないでください。

80J096

フロントガラスやルームミラーにア
クセサリー（日産純正用品を除く）な
どを取り付けないでください。

前席にシートカバーを取り付けると
きは、SRS サイドエアバッグ装備車
専用の日産純正シートカバーを使用
し、付属の取扱説明書をよくお読み
ください。正しい向きと位置に取り
付けないと、SRS サイドエアバッグ
が正常に作動しなくなり、重大な傷
害につながるおそれがあります。
また、純正の専用品以外の物を使用す
ると、SRS サイドエアバッグが正常
に作動しなくなる原因となります。
前席ドア付近にカップホルダーやハ
ンガーなどのアクセサリー用品を取
り付けたり、傘などを立てかけたり
しないでください。SRS サイドエア
バッグが作動したときに、これらの
物が飛散したり正常にふくらまなく
なったりして、重大な傷害につなが
るおそれがあります。

エアバッグが作動したあとは、エア
バッグの構成部品に触れないでくださ
い。作動直後は構成部品が熱くなり、
やけどをするおそれがあります。

エアバッグが作動すると大きな音がし
て白い煙のようなガスが出ますが、火
災ではありません。また、人体への影
響もありません。
ただし、残留物が目や皮膚などに付着
したときは、できるだけ早く水で洗い
流してください。皮膚の弱い方などは、
まれに皮膚を刺激する場合があります。

SRSエアバッグシステムの
作動
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こんなとき作動します

■ 運転席・助手席 SRS エアバッ
グ

 衝突しても変形や移動をしない構造物
（コンクリートの壁など）に、約 25
km/h以上の速度で正面衝突したとき

80J097

 車両の前方約30゜以内の方向から、上
図と同等の強い衝撃を受けたとき

80J098

■ SRSサイドエアバッグ

自車と同等の車が約25 km/h以上の速度
で横方向から客室部に衝突したとき、ま
たはそれと同等以上の衝撃を受けたとき

80J119

エアバッグは再使用できません。
日産販売会社で交換してください。

約 30°

約 30°

タイプ別装備
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こんなとき作動することが
あります

■ 運転席・助手席 SRS エアバッ
グ

車体下部に強い衝撃を受けると、多くの
場合作動します。

 縁石や中央分離帯などに衝突したとき

80J099

 深い穴や溝などに落ちたとき

80J100

 ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

80J101

こんなとき、衝撃が強いと
作動する場合もあります

■ 運転席・助手席 SRS エアバッ
グ

後方、横方向からの衝突、横転などでは
基本的に作動しませんが、衝撃が強いと
まれに作動する場合があります。

 後方からの衝突

80J120

 横方向から衝突されたとき

80J109

 横転や転覆をしたとき

80J110
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■ SRSサイドエアバッグ

 前方からの衝突

80J102

 後方からの衝突

80J120

こんなとき作動しないことが
あります

■ 運転席・助手席 SRS エアバッ
グ

衝突の相手が移動したり、車体が大きく
変形したりして衝撃が吸収されたとき
や、衝突の角度が前方約 30゜を超える
とき、多くの場合は作動しません。

 停車している同程度の重さの車に、
50 km/h程度、もしくはそれ以下の速
度で正面から衝突したとき

80J102

 トラックの荷台の下などへもぐり込ん
だとき

80J103

タイプ別装備
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 電柱や立木などに衝突したとき

80J104

 前方約 30゜を超える角度で、コンク
リートの壁やガードレールなどに衝突
したとき

80J105

 衝突時に変形、移動しないコンクリー
トのような固い壁に正面衝突したとき
であっても衝突速度が約25 km/h以下
のとき

80J106

 衝突の方向が車両の中心からずれたと
き（オフセット衝突）

80J107

■ SRSサイドエアバッグ

 客室部以外（エンジンルームや荷室
部）に側面から衝突されたとき

80J121

80J122

約 30°超

タイプ別装備
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 側面の斜め方向から衝突されたとき

80J123

 車高の高い車に側面から衝突されたと
き

80J124

 二輪車に側面から衝突されたとき

80J125

 電柱、立ち木などに衝突したとき

80J126

 横転または転覆したとき

80J110
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80J111

メーターパネル内にあります。

 SRS エアバッグ、シートベルトプリテ
ンショナーの電子制御システムに異常
があると、エンジンスイッチが 
のときに点灯します。
→　3-55ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

作動していないエアバッグを廃棄すると
きは、決められた手順で作動させてから
廃棄する必要があります。

80J112

この車は、SRSエアバッグシステムを制
御するためのコンピューターを搭載して
います。このコンピューターは、SRSエ
アバッグシステムが正常に作動している
かどうかを常に診断するとともに、エア
バッグが作動するような事故のときに、
衝突時点やその前後の車両データを記録
するイベントデータレコーダー（EDR）
システムを備えています。

EDRに記録するデータ

 SRS エアバッグシステムの故障診断情
報

 SRSエアバッグ作動に関する情報

EDRデータの開示について

日産および日産が委託した第三者は、
EDRに記録されたデータを、車両衝突安
全性能の向上などを目的に取得・利用す
ることがあります。
なお、日産および日産が委託した第三者
は、次の場合を除き、取得したデータを
第三者へ開示・提供しません。

エアバッグを廃棄するときや、装備車
を廃車するときは、日産販売会社にご
相談ください。正しく取り扱わないと、
エアバッグが思いがけないときにふく
らんで、けがをすることがあります。

SRSエアバッグ警告灯

ON

廃棄と廃車

お車のタイプなどにより、記録され
るデータは異なります。
EDRは、一般的なデータレコーダーと
は異なり、会話などの音声や映像は記
録しません。

イベントデータレコーダー
（EDR）とは
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 お車の使用者の同意がある場合
 法令、裁判所命令その他法的強制力の

ある要請に基づく場合
 統計的な処理を行なうなど、使用者や

車両が特定できないように加工した
データを、研究機関などに提供する場
合

ABS（アンチロックブレーキ
システム）とは

ブレーキをかけたときのタイヤのロック
を自動的に防止することで、走行安定性
や操舵性を確保しようとする装置です。

制動距離について

ABSは制動距離を短くするものではあり
ません。

常に周囲の状況を確認して、安全運
転に努めてください。ABS による制
御には限界があります。
ABS は、タイヤのグリップ限界を超
えたり、ハイドロプレーニング現象
（※）が起こったりした場合は効果
を発揮できません。

※雨天の高速走行などで、タイヤと
路面の間に水膜が発生し、接地力
を失ってしまう現象

ABS

ABS装備車の取扱い

急ブレーキをかけたときや、滑りや
すい路面でブレーキをかけたときの
制動距離は、ABS がついていない車
と同等です。
次のようなときは、ABSのついていな
い車より制動距離が長くなることが
あります。スピードを控えめにして、
車間距離を十分にとってください。
・凸凹道や石だたみなどの悪路
・じゃり道、新雪路
・道路の継ぎ目などの段差を乗り越

えるとき
・マンホールなど鉄板の上を通過す

るとき
・タイヤチェーンの装着時

急ブレーキ時には、ポンピングブ
レーキ（※）をせずに、ブレーキペ
ダルを思い切り強く踏み込んでくだ
さい。ポンピングブレーキをする
と、制動距離が長くなります。

※ブレーキペダルを数回に分けて小
刻みに踏むブレーキのかけかた

路面の状況によりますが、約10 km/h
以下ではABSが作動しません。
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ABS作動時の振動や音

ブレーキペダルを強く踏むと、ブレーキ
ペダル、ハンドル、車体の小刻みな振動
を感じることがあります。これはABSの
作動によるもので、異常ではありませ
ん。ブレーキペダルをそのまま強く踏み
続けてください。

タイヤについて

ABS は、こんな場合にもブ
レーキをかけると作動するこ
とがあります

 滑りやすい路面を走行しているとき

80J1040

80J1041

80J1042

エンジンをかけて発進した直後に、一
時的にモーター音などが聞こえること
があります。これはシステムをチェッ
クしている音で、異常ではありません。

ABSは、各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。タイヤ交換時は指
定のサイズで、4輪ともサイズ、銘柄、
トレッドパターン（溝模様）が同一の
ものを装着してください。また、著し
く摩耗状態の異なるタイヤを使用しな
いでください。正確な回転速度が検出
できなくなって ABS が正常に機能し
なくなり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

マンホール

工事現場の鉄板

じゃり道
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 道路の継ぎ目などの段差を乗り越える
とき

80J1043

80J1044

 悪路を走行しているとき

80J1045

80J1046

ABS警告灯

80J127

メーターパネル内にあります。

 ABS の電子制御システムに異常がある
と、エンジンスイッチが  のとき
に点灯します。
→　3-56ページ

（警告灯・表示灯の見かた）

歩道車道 駐車場

道路の継ぎ目

道路の段差

凸凹路

石だたみ

ON
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